



























































































Q1, Q11, Q12: 140名　　　　Q2～Q10: 196名　
項目の内容 ４ ３ ２ １
Q1 スキミングやスキャニングに取り組めたか 44 31.4%  89 63.6%  6 4.3%  1 0.7%
Q2 英文構造や文法確認は役立ったか 85 43.4% 103 52.6%  7 3.6%  1 0.5%
Q3 日本語訳や要約の空所補充練習は役立ったか 86 43.9% 103 52.6%  6 3.1%  1 0.5%
Q4 ノートテイキングに取り組めたか 79 40.3% 103 52.6% 13 6.6%  1 0.5%
Q5 ペア・グループワークに参加できたか 57 29.1% 127 64.8% 12 6.1%  0 　－
Q6 ペア・グループに自分の意見や考えを伝えられたか 48 24.5% 130 66.3% 15 7.7%  3 1.5%
Q7 ペア・グループでの意見交換は有意義であったか 65 33.2% 127 64.8%  4 2.0%  0 　－
Q8 ノートテイキングの力はついたか 45 23.0% 133 67.9% 16 8.2%  2 1.0%
Q9 パラグラフごとの内容理解や要約の力はついたか 51 26.0% 132 67.3% 10 5.1%  3 1.5%
Q10 関係つけ考え推測して読解する力はついたか 47 24.0% 138 70.4% 10 5.1%  1 0.5%
Q11 スキミングのやり方はわかるようになったか 41 29.3%  91 65.0%  8 5.7%  0 　－
Q12 スキャニングのやり方はわかるようになったか 39 27.9%  93 66.4%  8 5.7%  0 　－
表２　リフレクションの尺度
質問項目ごとの尺度
Q1 ４ 一生懸命取り組んだ ３ 比較的頑張った ２ あまりできなかった １ できなかった
Q2 ４ とても役立った ３ いくらかは役立った ２ あまりよくなかった １ よくなかった
Q3 ４ とても役立った ３ いくらかは役立った ２ あまりよくなかった １ よくなかった
Q4 ４ まじめに取り組んだ ３ 比較的頑張った ２ あまり力を入れなかった １ やってない
Q5 ４ 進んで楽しくできた ３ 力を合わせる努力をした ２ あまりできなかった １ やりたくない
Q6 ４ 十分伝えられた ３ 比較的伝えられた ２ あまり伝わらなかった １ 苦手だし無理
Q7 ４ 気づきや発見や感動があった ３ 得るものはあった ２ 違いは感じられた １ 得るものなし
Q8 ４ 考えて工夫するようになった ３ 少しはできるようになった ２ あまり変わらない １ できない
Q9 ４ できるようになった ３ 少しはできるようになった ２ あまり変わらない １ できないまま
Q10 ４ できるようになった ３ 少しはできるようになった ２ あまり変わらない １ できないまま
Q11 ４ やり方がわかった ３ 少しはわかるようになった ２ あまりわからない １ まったくわからない























































































































































































































































































































































４） 愛知大学のシラバスは，愛知大学 Live Campusで閲覧できる。
５） 愛知大学の必須科目「リーディング」は，ReadingⅠ・Ⅱ，ReadingⅢ・Ⅳの２セメスター制で
同時間帯に通年で受講する。学生はほぼ全員がそのまま登録するため，後学期始業時には学生
やそのクラスの英語力，学習力等は把握できている状態である。そういった理由で，後学期初
回には前学期の活動を振り返り，学生はその後の学期の目標を定め，教師もシラバスに則って
学生やクラスに応じた授業計画を立案することが可能である。
リーディング授業で行った学習活動の検討
145
６） 愛知大学では，前学期を春学期，後学期を秋学期とする。
７） 愛知大学では，２年次に履修する英語必須科目のクラス分けと２年次秋学期の「TOEIC Ⅰ」
の成績評価の一部に，TOEIC-IP試験のスコアを利用する。
８） 学生の叙述引用中の括弧内の注釈は，筆者によって加筆されたものである。
９） 伊勢志摩サミット後の2016年５月27日に，現職（当時）のオバマ米大統領が被爆地，広島を
初めて訪問した際の17分にも上る演説を指す。
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